
・・・例会報告／９月２１日(火)・・

■本日の例会 : 会長の日　卓話「会員卓話」
■次回予定 : 10/9(土)10(日) 第2840地区大会
　　　　　　 10/12(火) 振替休会
　　　　　　 10/19(火) 卓話「会員卓話」

「日本の伝統文化」いけばな嵯峨御流

　人間は昔から自然の中で暮らしてきました。特に日本
は昔から農耕民族として稲作をはじめ様々な物を畑を耕
し食物を得てきました。太陽(日)の恵み、水の恵、火の恵、
これらがひとつでも無ければ人間を始めとしてあらゆる
生物は地球上には存在できないでしょう。そうした中か
ら人々は自然から色々な事を学び経験しながら生活をし
て来ました。特に農業では最近までたくさん自然から教
えられたことが言い伝えられています。例えば、郭公が鳴
いたら豆を蒔け・ひばりが空高く上がると晴天・ハチの巣
が低い年は雨が多い・・等々自然の移り変わりを目安にし
て生活していた事が(全てではない・地方によって異なる)
多い。それに暦を使っての生活があります、一年を四季・
２４節季・５節句に分けられています。嵯峨御流ではそう
した自然の風景・季節おりおりの花の活け方があります。
嵯峨御流は今から約１２００年前、嵯峨天皇が祖流とし
て始まった華道です。京都嵯峨野に離宮・嵯峨院を造営さ
れ、仙洞御所(上皇の御所)と定められました。離宮内に大
沢の池を作られ池には「天神島」「菊ガ島」の二島とその間
に「庭湖石」があります。嵯峨天皇はある日「菊ガ島」に咲
く菊を手折られ瓶に挿されたところ、その姿が自然に天・
地・人の三才の美しさを備えていたことに感動され「後世
花を生くるものは宜しく之を以って範とすべし」といわれ、
これが嵯峨御流の始まりと伝えられています。
　また、嵯峨天皇は弘法大師空海に深く帰依され御所は
嵯峨天皇と弘法大師のご親交の場の中心地でもあったの

です。このように嵯峨御流は真言密教と密接な関係をも
ちながら今日まで受け継がれています。
今回はその中のほんの一部ではありますが５節句のうち
の９月９日に活けられる三才格の菊と、彼岸中でもあり
ますので、荘厳華を活けて見ます。節句は、伝統的な年中
行事を行う季節の節目となる日で、日本の文化・伝統の事
で、暦の中の奇数の重なる日を取り出しています。５節句
には３月３日、５月５日のように奇数の重なる日が選ば
れるが、１月だけは１日(元旦)を別格とし、１月７日の人
日(じんじつ)を５節句の中に取り入れています。

１、人日の節句　旧暦正月七日
　春の七草を摘み自然界の新しい生命力をいただく｢七草粥｣
２、上巳の節句　旧暦三月三日
　旧暦三月の最初の巳(み)の日　桃の節句とも言われ桃
　などの自然の生命力をもらい厄災を祓う
３、端午の節句　旧暦五月五日
　強い香気で厄を祓う菖蒲や蓬を軒に吊るしたり、ちまき
　や柏餅を食べて祝った、菖蒲湯に入る事により無病息
　災を願う。
４、七夕の節句　旧暦七月七日
　竹笹に願いを書いた五色の短冊を下げた星祭
５、重陽の節句　旧暦九月九日
　単一奇数のうちで最大の陽数となるので重陽の節句と
　いう、不老長寿や繁栄を願うお祝いをした。菊はすぐれ
　た薬効を持つ植物として古くから知られていた。そこ
　で菊が主役となった菊の節句ともいう

　今回はこの菊の生花をいけてみた。荘厳華とは仏前を
荘厳する花として、創案された花です。その構成は真言密
教において宇宙を構成する要素である地、水、火、風、空そ
して識の六大から成っています。基本的構成は、下から地
(受)の枝、水(流し)の枝、火(曲心)の枝、風(控)の枝、最上
に空(直心)の枝を配し、この五つをまとめる役目として
識があります。

以上ほんの一部ではありますが嵯峨御流のいけばなを学
ぶ者として改めて自然の中の神仏(見えない心)に感謝し
ながら日々送っています。
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■10月・11月／例会・行事予定

10月10日(日)�第2840地区大会
10月12日(火)�休会　※10/10・地区大会の振替
10月19日(火)�卓話「職業奉仕」
10月26日(火)�職場訪問

11月 2日(火) 会長の日、雑誌の日
11月 9日(火) 卓話「ロータリー財団」
11月14日(日) 家族親睦旅行(メイク扱い)
11月16日(火) 休会　※11/17・ガバナー公式訪問の振替
11月17日(水) ガバナー公式訪問
　　　　　　 (高崎北・セントラル合同)
11月24日(水) ３ＲＣ(高崎・北・セントラル)
　　　　　　 合同親睦例会
11月30日(火) 休会　※11/24・合同親睦例会の振替

例会場・事務所 / 高崎ビューホテル　高崎市柳川町70
                TEL 027-310-7722  FAX 027-310-7733
                E-mail : takasaki-cent@rid2840.jp
例 会 / 毎週火曜日　18時30分

■ニコニコＢＯＸ(９月21日)

暑さも明日まで！

森本　　淳 君 今夜は高尚な卓話を楽しみにしています

本日の卓話 ３０分耐え忍んで下さい

橋爪　良真 君 風邪をひいてしまいました。
秋バテにご用心下さい

佐藤　良隆 君 早退いたします

嶋方　徳郎 君

竹内　　暠 君

■出 席 報 告
　(９月21日)

68.75％

会 員 総 数 33名
出席計算会員数 32名
当 日 出 席 者 22名
会 場 出 席 率

　９月１９日（日）に、ポリオ撲滅チャリティー地区大会
記念ゴルフ大会が行われました。
　結果は、３３クラブ
中、１６位でした。参
加者は２３２名で、本
クラブでは７名が参加・
健闘し、遠藤潤君が
一番上位で２６位で
した。

■ポリオ撲滅チャリティー地区大会記念ゴルフ大会

　９月２３日（木）に米山記念奨学セミナーで静岡県駿群
東郡長泉町にある「（財）米山梅吉記念館」に加藤会長が行
ってきました。参加者は３６クラブ約１００名（ＲＣ会員、
奨学生、学友会）。予定よりも早く着いたので米山翁のお
墓を参拝し、昼食後、福田ガバナー、当館の評議員である
曽我パストガバナーの挨拶後、（財）米山記念奨学会の事
務局長・坂下博康氏（東京北ＲＣ）による米山記念奨学金
の誕生から、意義、目的について約１時間の講話を聞きま
した。

■米山記念奨学セミナー

・・・例会報告／９月２６日(日)・・

■倉渕町高芝地区下草刈り／親睦月見例会

　９月２６日（日）９時より倉渕町高芝地区の下草刈りを

行い、同日１８時３０分より、はまゆう山荘にて月見例会

を行いました。

全員揃って「ハイチーズ！」

月見例会：点鐘 月見例会開始
（生憎外は雨でした）


	第10号-1
	第10号-2

